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背景と目的
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令和元年６⽉21日に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針2019」等において地方⾃治体⾏
政の様々な分野で、業務プロセスやシステムの標準化等による業務効率化を進めることとされたことを
受け、「地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（令和３年法律第40号）」（以下「標準化
法」という。）が定められ、令和５年３⽉29⽇に「地⽅公共団体情報システムの標準化に関する法律第
２条第１項に規定する標準化対象事務を定める政令（令和４年政令第１号）」の⼀部改正により、⽕葬
等許可事務も標準化対象事務に追加された。

このため、有識者（⾃治体、開発ベンダー等）が参画する検討会を⽴ち上げ、標準化の範囲や標準仕
様の内容等の論点に関して議論を進めるとともに、地方⾃治体への照会等を⾏った上で、令和５年８⽉
31⽇に「⽕葬等許可事務システム標準仕様書【第1.0版】」が策定され、令和７年１⽉31⽇にはその改
定版である「⽕葬等許可事務システム標準仕様書【第2.0版】」 （以下「標準仕様書【第2.0版】」とい
う。）を公表した。
令和６年12⽉24日に閣議決定された「地方公共団体情報システム標準化基本方針」において、⾃治体は
⽕葬等許可事務システムについて、令和７年度末までに標準準拠システムへの移⾏を目指すものとされ
ている。

令和７年度においては、調査研究を通して、標準仕様書【第2.0版】の改定要否等の検討を⾏うととも
に、令和８年１⽉を目途に標準仕様書【第2.0版】を改定し、⽕葬等許可事務システム標準仕様書（改定
版）（以下「標準仕様書（改定版）」という。）を公表する予定。
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• 標準仕様書【第3.0版】の作成スケジュールは下記のとおり。

標準仕様書【第3.0版】作成スケジュール
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第１回検討会における検討事項
• ⽕葬等許可事務システム標準仕様書【第3.0版】の作成に向けて、本検討会では以下の項目について検討を⾏

います。

備考対象ドキュメント改定項目カテゴリNo.
－• （別紙3）帳票詳細要件⽕葬等許可証の死亡者の本籍欄の印字

編集条件の修正
法改正及びその他制度により
標準仕様書の改定を⾏う事項

１

－• 標準仕様書本編誤記の修正事務局で標準仕様書の改定が
必要と判断した事項

２

－• （別紙1）業務フロー業務フローの記載の修正3

－• （別紙3）帳票詳細要件⽕葬等許可証出⼒機能に関する⽤紙サ
イズ等の追記

4

－• （別紙3）帳票詳細要件⽕葬等許可証の死亡者の氏名欄等の印
字編集条件の修正

５
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法改正及びその他制度により標準仕様書の改定を⾏う事項



現
状

方
針

仕
様
書
案

• （別紙3）帳票詳細要件の死亡者の本籍の「印字編集条件など」では、「外国籍の場合は国名を印字する。」とし
ている。

• ⼾籍法施⾏規則の⼀部を改正する省令（令和７年３⽉19日法務省令第９号）が公布、施⾏されたことにより、⼾
籍法⼜は⼾籍法施⾏規則の規定により届書⼜は⼾籍に国籍を記載することとされている場合において、届書⼜は⼾
籍に対して国名のほかに地域として「台湾⼜はパレスチナ」を記載することが可能となった。

（別紙3）帳票詳細要件
• 「1.1.死体⽕葬許可証」 死亡者の本籍
• 「1.3.死体⽕葬許可申請書」 死亡者の本籍
• 「2.1.死体埋葬許可証」 死亡者の本籍
• 「2.3.死体埋葬許可申請書」 死亡者の本籍
• 「3.1.改葬許可証」 死亡者の本籍（死産の場合は、⽗⺟の本籍）
• 「3.2.改葬許可証別紙」 死亡者の本籍（死産の場合は、⽗⺟の本籍）

「外国籍の場合は国名を印字する。」→ 「外国籍の場合は国名⼜は地域名を印字する。」に変更する。

※「3.1.改葬許可証」、「3.2.改葬許可証別紙」は、死亡の場合に限り変更する。

⽕葬等許可証の本籍欄の印字編集条件の⾒直し

7

• ⽕葬等許可証の死亡者の本籍の「印字編集条件など」に、地域名の印字を許容する記述を追加する。
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Appendix）（別紙3）帳票詳細要件の改定イメージ（変更例）

■変更前

■変更後

• 標準仕様書（別紙3）帳票詳細要件の「印字編集条件など」に、地域名の印字を許容する記述を追加する。
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事務局で標準仕様書の改定が必要と判断した事項



現
状

方
針

仕
様
書
案

• 標準仕様書【第2.0版】本編P.27表３-7において、「ID」を半角で記載すべきところを全角で記載している箇所が
ある。

• 上記は誤記のため、全角→半角へ修正を⾏う。

標準仕様書本編
• 該当ページ︓P.27 表３-７

システムの利⽤者及び管理者に対して、個⼈単位でID及びパスワード、利⽤者名称、所属部署名称、操作権限（⼊⼒
処理や表⽰・閲覧等の権限）、利⽤範囲及び期間が管理できること。

誤記の修正

10
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Appendix）標準仕様書本編の改定イメージ
• 標準仕様書【第2.0版】本編P.27表３-７において、「ID」が全角となっているところを半角に修正する。

■変更前 ■変更後



現
状

方
針

仕
様
書
案

• 標準仕様書【第2.0版】（別紙1）業務フローにおいて、「正常運⽤の流れ」を意味する実線⽮印で記載すべきと
ころを「部門等を跨ぐ流れ」を意味する点線⽮印で記載している箇所がある。

（別紙1）業務フロー
• 「1.1.死体⽕葬許可証、死体埋葬許可証作成・印刷」

「死亡届の受領→死亡届の受理」、「書類の発⾏→発⾏書類の確認」の点線⽮印を実線⽮印へ修正する。

• 「1.2.死胎⽕葬許可証、死胎埋葬許可証作成・印刷」
「届出の受領→死産票の作成」、「書類の発⾏→発⾏書類の確認」の点線⽮印を実線⽮印へ修正する。

• 「1.3.改葬許可証作成・印刷」
「書類の審査→死亡者情報取得」、「書類の発⾏→発⾏書類の確認」の点線⽮印を実線⽮印へ修正する。

• 「1.4.⽕葬等許可証再交付」
「交付簿の確認→該当情報の確認」、「書類の再発⾏→発⾏書類の確認」の点線⽮印を実線⽮印へ修正する。

業務フローの記載の⾒直し

12

• 点線⽮印→実線⽮印へ修正を⾏う。
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Appendix）（別紙1）業務フローの改定イメージ

■変更前 ■変更後

• 「1.1.死体⽕葬許可証、死体埋葬許可証作成・印刷」を以下のとおり変更する。
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Appendix）（別紙1）業務フローの改定イメージ

■変更前 ■変更後

• 「1.2.死胎⽕葬許可証、死胎埋葬許可証作成・印刷」を以下のとおり変更する。
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Appendix）（別紙1）業務フローの改定イメージ

■変更前 ■変更後

• 「1.3.改葬許可証作成・印刷」を以下のとおり変更する。
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Appendix）（別紙1）業務フローの改定イメージ

■変更前 ■変更後

• 「1.4.⽕葬等許可証再交付」を以下のとおり変更する。



⽕葬等許可証出⼒機能に関する⽤紙サイズ等の追記
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現
状

方
針

仕
様
書
案

• 標準仕様書に、印刷する際の調査票の⽤紙サイズ及び⽤紙の向きの記載がない。

• （別紙3）帳票詳細要件の各帳票の備考欄に、印刷する際の⽤紙サイズ及び⽤紙の向きを記載する。

（別紙3）帳票詳細要件
• 「1.1.死体⽕葬許可証」
• 「1.2.死胎⽕葬許可証」
• 「1.3.死体⽕葬許可申請書」
• 「1.4.死胎⽕葬許可申請書」
• 「2.1.死体埋葬許可証」
• 「2.2.死胎埋葬許可証」
• 「2.3.死体埋葬許可申請書」
• 「2.4.死胎埋葬許可申請書」
• 「3.1.改葬許可証」

上記の帳票詳細要件の備考欄に「印刷する際はA4サイズの⽤紙を縦向きに利⽤すること。」を追記する。

（別紙3）帳票詳細要件
• 「3.2.改葬許可証別紙」

上記の帳票詳細要件の備考欄に「印刷する際はA4サイズの⽤紙を横向きに利⽤すること。」を追記する。
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Appendix） （別紙３）帳票詳細要件の改定イメージ（変更例）
• 以下のとおり、標準仕様書（別紙3）帳票詳細要件の備考欄に印刷する際の⽤紙サイズ及び向きを記載する。

※変更例に⽰した「1.1.死体⽕葬許可証」に加えて、「1.2.死胎⽕葬許可証」、「1.3.死体⽕葬許可申請書」、「1.4.死胎⽕葬許可申請書」、
「2.1.死体埋葬許可証」、「2.2.死胎埋葬許可証」、「2.3.死体埋葬許可申請書」、「2.4.死胎埋葬許可申請書」及び「3.1.改葬許可証」の帳
票詳細要件にも同様の対応を⾏う。

■変更前

■変更後
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Appendix） （別紙３）帳票詳細要件の改定イメージ（変更例）
• 以下のとおり、標準仕様書（別紙3）帳票詳細要件の備考欄に印刷する際の⽤紙サイズ及び向きを記載する。

■変更前

■変更後



現
状

方
針

仕
様
書
案

• （別紙3）帳票詳細要件の死亡者、⽗⺟及び申請者の氏名欄や死亡及び分べん年⽉日時欄、埋葬、⽕葬及び改葬の
場所欄の印字編集条件では、氏と名の間及び日付と時刻の間に全角スペースを⼊れる旨の記載や施設名称の後に改
⾏を⼊れる旨の記載はない。

• ⼀方で、（別紙4）帳票レイアウトで⽰している記載例では、全角スペース及び改⾏が⼊っており、標準仕様書内
（別紙間）で不整合が⽣じている。

（別紙3）帳票詳細要件
• 「1.1.死体⽕葬許可証」 死亡者の氏名、申請者の氏名
• 「1.2.死胎⽕葬許可証」 申請者の氏名
• 「1.3.死体⽕葬許可申請書」 死亡者の氏名、申請者の氏名
• 「1.4.死胎⽕葬許可申請書」 申請者の氏名
• 「2.1.死体埋葬許可証」 死亡者の氏名、申請者の氏名
• 「2.2.死胎埋葬許可証」 申請者の氏名
• 「2.3.死体埋葬許可申請書」 死亡者の氏名、申請者の氏名
• 「2.4.死胎埋葬許可申請書」 申請者の氏名
• 「3.1.改葬許可証」 申請者の氏名

上記の帳票詳細要件の印字編集条件に「氏＋全角スペース＋名」を追記する。

（別紙3）帳票詳細要件
• 「1.2.死胎⽕葬許可証」 ⽗⺟の氏名
• 「1.4.死胎⽕葬許可申請書」 ⽗⺟の氏名
• 「2.2.死胎埋葬許可証」 ⽗⺟の氏名
• 「2.4.死胎埋葬許可申請書」 ⽗⺟の氏名

上記の帳票詳細要件の印字編集条件を「⽗氏名」→「⽗の氏＋全角スペース＋⽗の名」、「⺟氏名」→「⺟の氏＋全角ス
ペース＋⺟の名」に変更する。

⽕葬等許可証の⽒名欄等の印字編集条件の⾒直し

20

• （別紙3）帳票詳細要件の氏名欄、年⽉日時欄及び場所欄の「印字編集条件など」に、全角スペース及び改⾏を⼊
れる旨を記載する。



仕
様
書
案

（別紙3）帳票詳細要件
• 「1.1.死体⽕葬許可証」 死亡年⽉日時
• 「1.2.死胎⽕葬許可証」 分べん年⽉日時
• 「1.3.死体⽕葬許可申請書」 死亡年⽉日時
• 「1.4.死胎⽕葬許可申請書」 分べん年⽉日時
• 「2.1.死体埋葬許可証」 死亡年⽉日時
• 「2.2.死胎埋葬許可証」 分べん年⽉日時
• 「2.3.死体埋葬許可申請書」 死亡年⽉日時
• 「2.4.死胎埋葬許可申請書」 分べん年⽉日時

上記の帳票詳細要件の印字編集条件に「年⽉日＋全角スペース＋時刻」を追記する。

（別紙3）帳票詳細要件
• 「3.1.改葬許可証」 死亡者の氏名（死産の場合は、⽗⺟の氏名）、埋葬⼜は⽕葬の場所、改葬の場所
• 「3.2.改葬許可証別紙」 死亡者の氏名（死産の場合は、⽗⺟の氏名）

上記の帳票詳細要件の下記項目の印字編集条件を追記、変更する。
• 死亡者の氏名（死産の場合は、⽗⺟の氏名）︓「死亡の場合 氏＋全角スペース＋名」を追記する。「⽗氏名」→

「⽗の氏＋全角スペース＋⽗の名」、「⺟氏名」→「⺟の氏＋全角スペース＋⺟の名」に変更する。
• 埋葬⼜は⽕葬の場所︓「埋葬⼜は⽕葬の場所の名＋改⾏＋埋葬⼜は⽕葬の場所の住所」を追記する。
• 改葬の場所︓「改葬の場所の名＋改⾏＋改葬の場所の住所」を追記する。

⽕葬等許可証の⽒名欄等の印字編集条件の⾒直し

21
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Appendix）（別紙３）帳票詳細要件の改定イメージ（変更例）
• 標準仕様書（別紙3）帳票詳細要件の「印字編集条件など」に、全角スペースを⼊れる旨を追記する。

■変更前

■変更後



■変更前

■変更後
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Appendix）（別紙３）帳票詳細要件の改定イメージ（変更例）
• 標準仕様書（別紙3）帳票詳細要件の「印字編集条件など」に、全角スペース及び改⾏を⼊れる旨を追記する。


